
 

 

 

 

 

 

 

 

生産者㊨と宮田組合長（㊨から 2人目）ら 

担い手対応情報 

ＪＡ若狭では、8月 27、28日の 2日間、今年度

産米の集荷運動として担い手農家を巡回し、県Ｊ

Ａグループへの米の出荷協力を求める活動を行い

ました。4 年目の取組みとなる今年も、ＪＡ若狭

の常勤役員をはじめ、支店長、ＴＡＣ、経済連職

員らが『福井米はＪＡ若狭へ』とプリントした統

一のポロシャツを着用し、担い手のもとへ訪問し

ました。若狭町上中地区、小浜市、おおい町、高

浜町の管内 4市町の 40戸の農家を巡回し、米販売

の厳しい現状の中での集荷方針や今年度産米の内

金価格決定の経緯の説明、土づくり資材の啓蒙活 

 

次にＪＡ吉田郡指導開発課の佐藤係長より、平成 30年度を見据えた麦生産方針について説明がありました。

27年産麦の生産状況について、ファイバースノウと県大 3号との栽培技術における比較、同じく経営試算、平

成 30年を見据えた面積転換について説明された後、担い手農家から多くの質問があり、活発な意見交換がされ

ていました。その他、玉ねぎ、にんにくの取り組みについて説明がありました。 

平成 30年度を見据えた管内の営農をどうするかという観点から、大変有意義な研修会となりました。 

 

 8 月 11 日（火）JA 吉田郡本所会議室にて「担い手講

習会」が開催され、担い手農家約 30名が出席しました。 

 鈴木組合長の挨拶の後、福井農林総合事務所の中村主

査より「秋の田起こし実施について」と題し、稲わらを

収獲後早めに鋤きこむことで腐熟度を高め、土の有機物

を増やし、保水力等を高め、収量・品質の向上につなが

ると説明がありました。 

  

動を行うと同時に、生産者の方々の要望や抱えている問題など、様々な現場の声を聞くことができました。 

米集荷運動は、7月から県下各ＪＡにてＴＡＣと県連職員の同行訪問活動として取組んでおり、収穫後には、

積み上げ運動を予定しています。 
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8月 27日、ＪＡ花咲ふくいの直売所「きららの丘」

にて特産市が開催されました。当日は天気も良く、

大勢の買い物客でにぎわいました。 

なかでも、毎回女性部が提供するキッチンカーを

活用した朝ごはんは大変好評で、先着 200名様に用

意された炊き込みご飯と冷製スープは開始 1 時間後

にはなくなってしまったそうです！  

青年部による『焼き鳥の販売』や、店内では『梨

のつめ放題！』などが行われ、直売所は常に盛り上

がっていました。また、5 種類の味をそろえたジェ

ラート試食販売所では、小さな子供たちがおいしそ

うにジェラートを試食する姿が見られました。 

 

 

 

 8月 20日に、2015年産の福井米の初出荷セ

レモニーがＪＡたんなん中河カントリーエレ

ベーターにて行われ、ＪＡ関係者や市内の園

児など約 100名が出席しました。 

今年は特に気温が高い日が多く、出穂期、

成熟期ともに平年より早かったため、胴割れ

や乳白米が心配されていましたが、検査され

た全量が 1等と認定されたそうです。 

 

冒頭に田波俊明ＪＡ県 5 連会長より、県と連携した五月

半ば田植の推進により福井米が 3 年連続で特Ａ評価を貰っ

ていることや、今年の 60キロあたりの販売価格が昨年より

700円高くなったことについて話しがあり、「コメの消費拡

大をＪＡグループ一丸となって取組み、福井米の販売をし

っかり行っていきたい」との挨拶がありました。その後、

田波会長やＪＡたんなん福島定己組合長らによる新米が入

った樽の鏡割りや、ライスレディによる決意表明が行われ

ました。最後に全員で万歳三唱を行い、風船が飛んでいく

中、新米を積んだ 3台のトラックを見送りました。 

 



 

農業試験場細川研究員は、土づくりを作物と土壌の力を発揮できる

環境づくりと定義。田起こしの有無による保水力の違いによって、作

土深と根張り、未熟粒発生の関係などを紹介しました。 

 JA 福井県経済連担い手対策課の牧野専門員課長は、本県の水田土

壌の現状に説明。土づくり実施率が低迷する中、従来のケイ酸不足の

他、リン酸、加里についても現状のレベルを維持すれば問題はないが、

徐々に低下していることに触れ、地力の低下を防ぐ観点からも土づく

りの重要性を強調していました。 

 参加者一同、秋の田起こしと土づくりの重要性について再認識した

大会でした。 

 

8 月 29 日（土）JA たんなん本店で県、中央会、経済

連等が主催する「秋の田起こし実践大会」が開催され、

農家、JA、行政関係者等 100名が参加しました。 

農業試験場高度営農支援課山口主任が、秋の田起こし

効果について説明。気温の高いうちに稲わらを鋤きこん

だ方が分解促進し、稲の初期生育を高めることを強調し

ました。 

 

平成 27年産福井米キャンペーンの記者発表が 8月

31日（月）吉本興業大阪本社で行われました。4年目

となる今回は「うまい！しんまい！福井米キャンペー

ン 2015」と銘打ち、ライスレディ 3 名に加え、お笑

い芸人の友近さん、お笑いコンビ「おかずくらぶ」の

計 3名が福井米 PR大使に任命されました。友近さん

扮する演歌歌手の水谷千重子さんは、福井米のおいし

さを歌にしたオリジナル曲「福井さんちの三旨米」を

キャンペーン会場で披露していく予定です。 

今回、福井米 PR 大使に任命された計 5 名は、9 月 1 日より全国各地の量販店や百貨店等で、“おいしい・

安全・安心”な福井米の魅力を発信していきます。 

また、今年は全国展開している人気ラーメン店 5社とタイアップし、福井米を使用したコラボメニューを来

年 3月まで販売する予定です。        （福井米キャンペーン期間：2015年 9月 1日～12月 31日） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・土づくり重要性と対策について 

・系統肥料の品質管理について 

・農薬の上手な使い方 等 

 

 

 講演内容 

・水稲、園芸、土づくり肥料の紹介 

・新規農薬の紹介 等 

肥料農薬相談会も実施予定です。 

 

 JAグループ推奨品目紹介 
 

≪嶺北会場≫ 

10月28日 （水）  県産業会館 本館 展示会場 及び 多目的ホール 

≪嶺南会場≫ 

11月 5 日 （木）  JA敦賀美方 三方五湖基幹支店 2階大会議室 

 

 開催日時・会場 
 

詳しくは 

「福井米キャン

ペーン 2015」で

検索！ 



 

 

 



 

 


